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1955年６月２０日の皆既日食時における

観測について（気象･海洋･生物の部）

藤田親男・ 源 河 朝 之

ObservationoftheTotalSolarEclipｓｅｉｎＪｕｎｅ

２０th，１９５５onBoardShip

-TheMeteorological，Oceanographical

andBiologicalParts-

TikaoHuzITAandTomoyukiGEＮＫＡ

１．緒言

日食の正確な観測は,海洋上では非常に困難な事とされていて,天文学者は通常中心帯上の小

島を選んで観測を行って来た．尚日食の際の気象学的，海洋学的叉は生物学的調査も海洋上で

は明らかにされていない'>2)．我々は漁業実習と日米加共同海洋観測のための航海と同時に，海

洋上での日食の観測及び日食時の海象調査を実施することにした．天文の部には熊大観測班

（小貫・近沢・上西・和泉）に藤田が加わり，その他は鹿大にて実施することとし，敬天丸は

６月１１日鹿児島を出港し,７月１９日帰港した．本報告･では,天文の部3)を除いた気象，海洋及

び生物調査についてのくる．

２．調査及び結果

敬天丸は６月１７日に予定の観測点Ｎ11.,Ｅ130･に到達した．しかしこへでは熱帯収欽線の

ため,６月２０日の観測は不可能の見通しが得られたので,急遮,南東にあたるＮ9.16',Ｅ134.31′

即ちパラオ北方１００浬の地点に移動し，こ入で日食の始まるのを待った．日食の始め頃には，

弱いスコールがあったので２回ほど移動を行った．皆既前より青天となり，停船したまょで完

全に日食の観測が出来た．即ち我為は紅焔コロナ及びその流線,ダイアモンドリング,シャドウ

パンド等を観察出来て,文字通り日食を満喫した．叉天文学的な観測も,海象の調査も順調に進

行し,１６ｍｍシネ,６×6ｃｍレフ等での撮影（白黒及び天然色共）も出来た．以下に気象,海洋及

び生物関係についてのくる．

（a）気象,海洋状況は図の様であった．気温(airtemperature,Ａ､Ｔ､）はブリッヂ側面の日

蔭にて測定し,表面水温（watertemperatureofthesurface,Ｗ・Ｔ・Ｓ.）は船側の日蔭の表

面水をくみあげて,通常の通りの測定をなし，５０ｍ水温（watertemperatureof50mlayer，

Ｗ､Ｔ､50ｍ)は,いうまでもなく，転倒寒暖計を用いたものである.図のＣ,,Ｑ,Ｃ;I及びＣ４は夫々

第１，２，３及び４接触の時刻をあらわしている．叉図には雲量（cloud)，気圧（atmospheric

pressure,Ａ・Ｐ.）も示してある．尚観測値は便宜上直線をもって連結した．

気温は皆既に近づくにしたがい急激に降下し,その降下量は約２°近くになり，最低の時刻は，

明らかに皆既の真中の時刻よりおくれておこっている．表面水温については水は熱容量が大き

いから，皆既となっても，検知し得る程降下しないであろうという一般の予期に反して，それは

緩慢ではあるが降下し,その降下量は約１｡近くもあった．皆既前よりエンヂンは停止してあっ
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Ｆｉｇ，ＴｈｅｃｈａｎｇｅｏｆｔｈｅｍｅｔｅｏｒｏｌｏｇｉｃａｌａｎdoceanOgraphicalquantitiesduring

thesolareclipse．

Ａ･Ｐ.：Atmosphericpressureinmb・

Cloud：Ａｍｏｕｎｔｏｆｃｌｏｕｄｉｎｄｅｃｉｍａ１．

Ａ.Ｔ､：Airtemperature．

Ｗ､Ｔ・Ｓ：Watertemperatureofthesurface．

Ｗ､Ｔ､５０ｍ：Watertemperatureofthe50mlayer．

Ｃ,,Ｃ２，Ｃ３ａｎｄＣ４ｒｅｐｒｅｓｅｎｔｔｈｅｌｓｔ，２，．，３rdand4thContactrespectively．

Ｎ,,Ｎ２ａｎｄＮ３ｒｅｐｒｅｓｅｎｔｔｈｅｏｒｄｅｒｏｆｔｈｅｎetdrawn．

たが,船がdriftしたので,風,海流等の影響もあり得るから,この降下の原因は単に太陽の轄射

のみによるとは考えられない．しかし日食時の表面水温降下の原因についての探求はまことに

興味ある問題である．孜に，５０ｍ水温は,皆既后約20分のところに,最低があるが，これが果

して何の原因にもとずくかを決めるには,今後の研究にまつところが多い．尚気温,水温の変化

についての考察は,後程発表される予定である．

（b）稚魚,仔魚：直径150ｃｍのごく小さな目のｎｅｔで３回採集した．図のＮ,,Ｎ２及びＮ３

は夫を第１，２及び３回にｎｅｔをひいた時間をあらわし，これとＣｉ,Ｃ2,etc．とより，食の進行

状況との関係が明らかになる．第１回（121151m～13113m）は12分で,スコール来襲のため船を

移動し，短時間採集する．緑藻類のついた大豆粒位の軽石３個を得た．第２回（13h381''～1411

24,,46分)は,皆既の時間をも含めて採集する．皆既では空は暗く，金星，オリオン,アルデパ

ラン等が輝いており，新聞の活字,シャッターの時間マークも読めぬ位の暗さである生採集され

たものは，表に示すように，カツオ類及びアジ類にごく近いものや，イカ及び夜間に採集され

るプランクトンであった．第３回（141136m～15h22,,46分)は,皆既がおわってから投網し,部

分食終了と共に揚網した．このときも軽石10個の承採集された．以上の３回のうち，第２回
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Ｃａ8.0～17.5

Ｔａｂｌｅ：Larvaeappearedonthewatersurfaceduringtheeclipse．

３＋２

（damaged）

以上の観測調査（天文関係も含めて）は，敬天丸航海士，乗組員及び本学専攻科学生の援助

によって行われた．尚稚仔魚の同定は今井助教授によるものである．記して感謝の意を表す

る．（31-9-20）
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（ダルマトピ？）

5.0 １

Eが"”ﾉ“
(アオスミヤキ）
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だけは表層で夜間出現するハダカイワシ類，マグロ類，アオスミヤキ等が採集されているから，

この程度の暗さが稚仔魚等の行動を知る目安になるものと考えられる．プランクトンに関する

調査は後程発表する予定である．

（c）海鳥の動静：121'51ｍ頃船側２０ｍ附近迄カツオ烏が１羽飛翻し来り，１２h59m頃にな

ると多数となり，海面にて盛んについばんでいた．１３１１１５ｍ頃にカモメが１羽数回船上を飛潮

の後飛び去り,131140ｍになると,冬の夕方位の暗さになり，風が吹き始め，す壁しく，むしろ寒

くなる．皆既になると海面はよく見えなくなり，海鳥の動静もわからなくなった．皆既がおわ

っても，しばらくは海面にてついぱむ烏は,２０～30羽は数えられた．しかし明るさが増すにつ

れて，次第に何処かへ飛び去った．

（d）短波の受信感度は，日食がす４むに従ってよくなり，皆既がすぎると低下し始めた．この

状況はテープレコーダーに収められたから，自差測定等をもあわせて，後程発表される予定で

ある．

（e）皆既食前后の船の動静並びに天候の状況を参考のため下にかへげる．

１１５３：Stoppedeng．＆commencedobservationof‘‘eclipseoftheSun，，、

１２００：Gentlebreeze＆cloudywithslightsea＆ｓｌｉｇｈｔｓｗｅｌ１．

１３２３：Ship，sposition（09°-16'Ｎ,134.-31.5'E)．

１５３５：FinishedobservationofSolareclipse、

１６００：Gentlebreeze＆finebutcloudywithslightsea＆slightswell．

＊
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4.7～６．４

Themark9fdenotesthenocturnallarvaeonthewatersurface．

ＬｊＯｃγα"c〃αγe伽加γｄ鮒

（ホウヅキイカ類）
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calinvestigationobtainedbytheobservationofthetotalsolareclipｓｅｉｎＪｕｎｅ

２０ｔｈｌ９５５ｏｎｂｏａｒｄｓｈｉｐ,Keiten-maruarerepresented・Thedropinairtemperature

wasnearｌｙａｂｏｕｔ２｡Ｃａｎｄｔｈｅａｍｏｕｎｔｏｆｃｏｏｌｉｎｇｄｏｗｎｏｆｔｈewatertemperature

ofthesurfacewasnearlyaboutloC・Someofthenocturnallarvaeappearedduring

ｔｈｅｔｉｍｅｉｎｃｌｕｄｉｎｇｔｈｅｔｏｔａｌｅｃｌｉｐｓe、
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